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LAOS講 座へのお招き

信徒としてよりよく生きるために共に成長していこう

信徒としての成長を

キリス ト者 として生きようと決心しました。それは、イエス 0キ リス

トを通して神さまから与えられた十字架と復活の福音を信じ、洗礼を受

けて、教会の交わりの中に入れていただいたからです。求道者会、洗礼

準備会での熱心な学び、兄弟姉妹に見守られながらの洗礼式でのあの感

激を懐かしく思い出します。あの時言われた言葉、「洗礼はゴールでは

なく、スター トですよ」もまた忘れられません。しかし、その後の今日

に至るまでの信仰の歩みを振返るとき、聖書についても、信仰者 として

の教会 と社会の中での生き方についても、もっともっと学びを深め、実

践していきたいと思わないではいられません。一これは、多 くの教会員

の方々に共通する思いではないでしょうか。信徒 としての成長、このこ

とは自分自身にとっても、また教会にとっても、非常に大切なことです。

ルーテル教会としての決心

私たちが属する日本福音ルーテル教会 (JELC)は 、「福音 に生 き、

社会に仕え、証しする」をスローガンとする、「JELC宣教方策21」 (パ

ワーミッション21、 略称 PM21)を 2002年 5月 の総会で採択 しました。

福音に生かされて生きる。社会に仕え、そこに住む一人ひ とりに仕え

る。十字架 と復活の主イエス・キリス トとその恵みとを大胆 に証 しす

る。そういう教会、そういう信徒になろうと教会全体で決意 したので

す。

全体教会の方策は、個々の教会で具体化されることではじめて実を結

びますし、個々の教会でということは、一人ひとりの信徒が兄弟姉妹み

なと共に手を携え、祈 りを一つにしながら、実践していくことで本当の

形をとります。「キリス トがあなたがたの内に形づくられるまで」 (ガ ラ

テヤ4:19)、 その日まで ともどもに信徒 として成長していきましょう。

パウロはこうも言っています、「わたしは、既にそれを得た というわけ

ではなく、既に完全な者になっているわけでもありません。何 とかして

捕らえようと努めているのです」 (フ イリピ3:12)。

[2]



LAOS(ラ オス)と して

PM21の第ニプロジェクト (P2)の 目標は「証 しし、奉仕する信徒に
なろう」です。そこで検討の結果、そのような信徒になってい くため
に、信徒としての受洗後の教育、生涯かけての成長のための教育のプロ

グラムを用意 しようということになりました。そして、それを「LAOS
講座」と名づけました。LAOS(ラ オス)、 それは、新約聖書が書かれ
たギリシャ語で「神の民」 (ラ オス・セウー)と ぃう言葉の「民」 とい

う言葉です。わたしたちは神の民、信仰の共同体、礼拝共同体、宣教共
同体です。そのな くてはならない一員です。この講座の特徴は、個々の

信徒の内的、霊的成長 というのに留 まらず、むしろ共同体の中で、共同
体 と共に成長する教会的信仰また生 き方を目指 している点です。LAOS
という言葉から英語の信徒 laityと いう言葉 もできたのですが、この講
座は信徒こそ教会の中心であり、教会そのものだ という考えに貫かれて
います。

証しし、奉仕する信徒になる

「証しし、奉仕する信徒」になっていくためには、知的な学習をすれ
ばそれで十分なわけではありません。この「LAOS講座・第一期」で
キリス ト者 としての基礎的な知識 を習得したあ と、さらに「第二期」
で、より実践的な学びをして「証 し」と「奉仕」 を生きていく信徒へと

成長していきましょう。そのためには、既存の書物から学ぶ というだけ
でなく、実際にそのような生き方をしている兄弟姉妹からも積極的に学
んでいきたいと願っています。

教会の輪の中で

「LAOS講座」の第一期の学びは別掲の「LAOSの樹」にそのカリ
キュラムが載っています。その冊子を継続してご購入いただき、教会の
諸集会で、学びを進めていってください。成果を分かち合い、そこで得
たものを生活の中で生かし、足腰の強い信徒になっていきましょう。

日本福音ルーテル教会宣教方策21(PM21)
プロジェクト2(P2)委員会
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はじめに

●「さあ、宣教について語 り合おう」と意気込んでみても、なにか下腹

に力が入らない感じがありませんか。 というのも、フクインセンキョウ

といっても、なにかよそ行き言葉みたいでお腹にス トンと落ちる感じが

しない、つまり、自分の言葉にはなっていない借 り物のような気がする

方が案外いらっしゃるかもしれません。布教、いえそれよりもプロテス

タントでは伝道 という言葉が一番しっくりくるでしょう。もちろん、い

い言葉です。

●けれども、戦後新 しく宣教ないし福音宣教 という言葉が広が りまし

た。それは、み言葉が宣べ伝えられる行為はなによりも神さまご自身の

働きであり、わたしたち (教会)はその使命 と働きに召し出され、参与

し、派遣されるのだという考えが重視されるようになりました。また、

改宗者獲得が目標ではないという考えさえ出てきました。

●でも、わたしたちはこう考えます。神さまの働きは、この世界全体に

ぉょび、そこではキリストヘの信仰を持つ人々を生み出すこともなされ

るし、この世の人々に仕えることもなされている、と。ですから、日本

福音ルーテル教会は自らの務めを「福音に生 き、社会に仕え、証 しす

る」と明確にしました。「宣教方策21(PM21)」 はその路線に立ってい

ます。けれども、奉仕と無言の証しだけが強調されるならば、それは明

らかに誤 りです。「全世界に行って、すべての造 られたものに福音を宣

べ伝えなさい」 (マ ルコ16:15)と は復活の主ィエス 0キ リス トご自身の

言葉です。福音 を伝え、キリス トを信 じる人々の輪が広がるように祈

り、務め、励むことは教会の永遠の使命です。

●昨今の統計が示す伝道の困難はよく承知 しています。でも、「御言葉

を宣べ伝えなさい。折が良 くても悪 くても励み校さい」 (IIテ モテ4:2)。

わたしたちのもう一つの確信は、この務めに召されているのは、牧師だ

けではなく、信徒もみなそぅだということです。これからの福音宣教の

重要な鍵はこの分野での信徒の貢献だ と確信 しています。ですから、こ

の LAOS講座第 7号はひとりでも多 くの信徒が宣教 と奉仕への理解を

深め、関心を高め、実践へと喜んで赴いてい くようになることを願って

用意しました。

共著者 江藤直純
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1.教会は「宣教共同体」

●奇妙な言葉「吉事家」 キリス ト教が幕府によって厳しく禁止されて

いた江戸時代のこと、切支丹のことを書きとめ

た文書の中に「吉事家」 という言葉が見出され

ます。文脈からいって、今の教会のことを指し

ているようです。さて、この漢宇三文字でなん

と読むのか。答えは「キチジヤ」です。えっ、

教会はキチジヤ? どうして??
当時、教会という訳語はなく、ギリシャ語か

らラテン語になった原語の「エクレシア」をそ

のまま使いました。エクレシア→エクレジヤ→

エケレジャ→ケレジヤヤ→……→ケチジヤ→キ

チジヤ。その音に漢字を当てはめたのです。お

そらく、偶然これらの漢字が選ばれたのでしょ

う。それで「吉事家」。

●一つひとつの漢字に

隠された意味

ヨハネ3:16

この三つの漢字を手がかりに考えると、「吉」

はおみ くじの大吉の吉です。めでたいこと、嬉

しく、喜ばしい、幸いなこと。吉のつ く熟語は

「吉報」、良い知らせです。なんと、「福音」 と

同じではありませんか。聖書は告げます、人間

にとっての本当の幸せを。「神は、その独 り子

をお与えになったほどに、世を愛された。独 り

子を信じる者が一人 も滅びないで、永遠の命を

得るためである」。この喜びの知 らせ を受けた

者たち、 この喜びに満たされた者たち、それが

キチジヤ。

「家」は家族のこと。「あなたがたは、・……聖

なる民に属する者、神の家族であり」 と、使徒
パウロは断言 しています。教会 とは「神の家

族」のことなのです。

そして、「事」。この漢字の訓読みは「つかえ

エフェソ2:19
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ガラテヤ5113-14

●キチジヤが教会

Iコ リント15:3

る」です。「仕える」に通じています。師事す

るというのは先生にお仕えすることです。奉仕

する、相手を生かすために身を粉にして働 く。

その心は相手への愛にほかなりません。「兄弟

たち、あなたがたは、自由を得るために召し出

されたのです。ただ、この自由を、肉に罪を犯

させる機会とせずに、愛によって互いに仕えな

さい。律法全体は、『隣人を自分のように愛し

なさい』という一句によって全うされるからで

す。」

神 さまからイエス 0キ リス トを通 して愛さ

れ、罪赦され、生かされ、永遠の命の約束をい

ただいた共同体 [吉 ]。 それゆえに、その吉報

を分かち合い、告げ知 らせる共同体。そんなに

愛されているのだから (神さまに仕えられてい

るから)、 私たちもまた隣人を愛 し、隣人に仕

えることへと召し出された共同体 [事 ]。 その

共同体 こそは神の家族 [家]! それがキチジ

ヤ、それが教会。

吉報をもらったら、それを自分の懐にしまい

こまず、次の人に回すのです。喜びの独占禁

止 !そ の知らせを受けて嬉しかった人だけが、

自信を持って、これはいい知らせだよと人に言

えるのです。はにかみながら、あるいは、人前

も憚 らず大声で。使徒パウロも言っています、

「最 も大切なこととしてわたしがあなたがたに

伝えたのは、わたしも受けたものです。」

そのような教会の本質から、教会は「伝道し

奉仕する」、つまり「宣教する」共同体 と呼ば

れます。宣教 (ミ ッション)と は、神からその

使命 (ミ ッション)を託され、そのために派遣

(ミ ッション)さ れること。つまり、宣教共同

[6]



体 とは、神の使命をいただき、その実現のため

に派遣される共同体。その務めを広い意味で福

音の宣教 と言うのです。

●なによリネL拝を通して この福音宣教は、いつどこで起 こるのでしょ

うか。それは、言うまでもなく、先ず礼拝の場

においてです。それはなにも「伝道礼拝」 と呼

ばれる特別なときだけではありません。なぜな

ら、礼拝 とは、すべて福音宣教の ときなので

す。ルター派は特に、次のように礼拝を理解し

ます。普通そう考 えるように、人間が神 さま

に、賛美や感謝、献身献財をして、あるいは犠

牲を捧げて、「奉仕する」 という意味ではなく、

神さまが人間に
一

罪人である人間に
一

、み

言葉 と聖餐を通して、招きや赦し、命の福音、

祝福を与えることによって、「奉仕 して くださ

る」ことである、と。つまり、私たちが神さま

に「奉仕していただ く」のです。勿論、そのよ

うに神に奉仕していただき、豊かな恵みを頂戴

すれば、必ずや人間の側から賛美や感謝、献身

献財などの応答が生 まれます。「人間からの神
への奉仕」が起こります。しかし、ネL拝とは第

一義的には「神さまからの人間への奉仕」です。

ですから、この神さまが人間にしてくださる

奉仕が明らかになるのが礼拝ならば、そして、

それに伴って、人間の神さまへの感謝 と賛美の

応答がなされるのが礼拝ならば、先ず何より

も、ネb拝そのものが福音宣教の場であることは

明 らかです。生 き生 きした礼拝 を行 なうこと

が、取 りも直さず福音宣教がなされることで

す。誰に向かって ?教会の内外のすべての人に

です。信徒、求道中の者、無関心の人。ですか

らどのネL拝もすべて伝道ネL拝です。

[7]



●ネL拝=宣教という

視点で捉えなおそう

●生きる現場、生活

そのものを通して

キリス ト者 とされた私たちのなすべき第一の

ことが礼拝だということを、今一度、宣教 とい

う視点から捉えなおしてみましょう。礼拝の構

造のうち、私たちが神に対 してなしていること

が何であり、司式者や牧師を通して与えられる

神からの恵みが何であるかを、はっきりと捉え

てみましょう (式文の各項目に上向き↑=人か

ら神へ、下向き↓=神から人へ、横向きの矢印

⇔=人間同士、をつけてみましょう)。 そうす

ると、ネL拝の宣教的性格がはっきりします。

また、神さまがどのようなお方であるかを言

い表すのは、聖書朗読 と説教だけではありませ

ん。信仰告白も、讃美歌 も皆そうです。ですか

ら、会衆=信徒たちもまた、神に向かってと同

時に、世界に向かって、この神さまが一体どの

ようなお方で、どのような素晴らしいことをし

てくださったのか、そして今もなお、してくだ

さっているのか、を証ししているのです。

このような役目を果たしている礼拝 というも

のを作 り上げるために、その準備から、礼拝の

中での様々な奉仕、表に出る奉仕から目に見え

ないところでの奉仕に至るまですべてが、福音

宣教に仕えているのだということを改めて自覚

し、喜びと畏れを持って、私たちにできること

をしていきたいと思います。

でも、礼拝だけが伝道だと考えるのは間違っ

ています。「兄弟たち、・……あなたがたに勧め

ます。自分の体を神に喜ばれる聖なる生けるい

けにえとして献げなさい。これこそ、あなたが

たのなすべき礼拝です」。これは、あなたの体

を人身御供あるいは人柱 として犠牲にしなさ

い、と恐ろしいことを命じているのではありま

[8]
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IIコ リン ト3:3

せん。あなたの命を、ということは、取 りも直

さず、あなたの生活を、また人生を神さまの御

用に献げなさい、と言つているのです。いえ、

あなたの生活が既に「あなたがたは、キリス ト

がわたしたちを用いてお書きになった手紙 とし

て公にされています。墨ではなく生ける神の霊

によって、石の板ではなく人の心の板に、書き

つけられた手紙です」。私たちが、その生活が、

「キリストの手紙」だというのです。

生活の中で、ということは、具体的に生きる

上での喜びや悲しみ、痛みや苦しみに遭遇して

いる人 との出会いの中で、私たちの言葉 と振る

舞い、関わ り方、存在そのものが「キリス トの

手紙」になると言われているのです。伝道 と

は、偉そうに人生の道を説いて教えてあげるこ

とよりも、キリストを通して示された神さまの

愛を証しすることならば、生活の中でこそ、そ

の真価が発揮されるのです。私たちの教会の信

仰 は、そのような反応 を示 しているで しょう

か。

●キムヤミーのこころで 沖縄の言葉で、心、心臓が痛むことを「キム

ヤミー」と言うそうです。新約聖書で「憐れに

思い」 (例 えば、追いはぎに襲われ半殺しの目
にあった人に対して、サマリヤ人が抱いた感

ルカ10:33 情)は、原語では「はらわたが痛む」という意

味です。

他者の境遇への深い共感、共歓共苦の心が、

その人への具体的な援助の行動へと駆り立てま

す。もしその人が、「人間 らしい」あるいは

「人間にふさわしい」生き方をするのに困難を

覚えているなら、手を伸ばさないではいられな
いのです。あのサマリヤ人がそうでした。最後

[9]



マタイ25:34-40

ローマ12:15

マルコ10:45

の審判のとき、王によつて永遠の祝福を受けた

人たち、すなわち、「わたしが飢えていた とき

に食べさせ、のどが渇いていたときに飲 ませ、

旅をしていた ときに宿を貸 し、裸の ときに着

せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪ね

てくれた」人たちがそうでした。彼 らはみな、

期せずして、神の御心を実行に移したのです。

使徒パウロは勧めています、「喜ぶ人と共に喜

び、泣く人と共に泣きなさい」。そこか ら奉仕

が出てきます。「人の子は仕えられるためでは

なく仕えるために……来たのである」、こうお

っしゃったイエス・キリス トの範に倣 うことで

す。

今の時代に、現在の日本社会と世界で、これ

らの例は、具体的にはどのような行動、生き方

をすることなのでしょうか。おそらくその答え

は、頭の中で考えることではなく、現実の出会

いが自ずと教えてくれるでしょう。キリス ト者

個人 として、教会 としてよく考えてみましょ

う。そのような奉仕もまた神の宣教の一環なの

ですから。

覚えておきたいことは、伝道も奉仕 も、それ

をするもしないも、私たちの考え方次第、気分

次第ではないということです。明確に、復活の

キリス トから「だから、あなたがたは行って、

すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに

父と子 と聖霊の名によって洗礼を授け、あなた

がたに命じておいたことをすべて守るように教

えなさい」 と宣教の委託を受けているのです。

マルコ福音書は、もっと端的に、主のご命令を

こう伝 えています。「全世界に行って、すべて

の造 られた ものに福音を宣べ伝えなさい」。あ

●神さまから委託を

受けて

マタイ28:19-20

マル コ16115

[10]



る神学者が言ったように、人は燃えていなけれ

ば火ではなく、教会は伝道していなければ教会

ではないのです。

良いサマ リヤ人のたとえの結びは「行って、
ルカ10:37 あなたも同 じようにしなさい」でした。ィェス

さまからの、愛の生き方への招きと促 しの言葉

です。

●癒される側から

癒す側ヘ

マタイ11:28-30

教会の看板 に書いてある聖句で一番多いと思

われるのは「疲れた者、重荷を負う者 は、だれ

でもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよ

う。わたしは柔和で謙遜な者だから……、わた

しの輌は負いやすく、わたしの荷は軽いからで

ある」でしょう。私たちは、教会に癒 しと安 ら

ぎを求めます。世の荒波に翻弄され、傷つけら

れ、居場所が見つからな くなり、生きるのが辛

くなった とき、教会に愛 と救いを求 めます。

一
教会は、そのような傷つける人生の旅人に

とってのオアシスなのです。

このオアシスは、不思議な変化が起こる場所

でもあります。癒された人たちの心 と体の中

で、新しい何かが生まれるのです。ガ リラヤで

の宣教のため、町々村々を巡 り歩 くイエスさま

のお供をしたのは、十二弟子だけではありませ

んでした。「悪霊を追い出して病気をいやして

いただいた何人かの婦人たち、すなわち、七つ

の悪霊を追い出していただいたマググラの女 と

呼ばれるマ リア、ヘロデの家令クザの妻 ヨハ

ナ、それにスサンナ、そのほか多 くの婦人たち

も一緒であった」。しか も、主の十字架 を見届

け、死の苦 しみを間近で分かち合い、さらには

復活の証人第一号になるまでに、お仕えしたの

です。彼女たちの魂の奥深 くで、確かに変化が

ルカ8:2-3

[11]



〈まとめ〉

〈話し合いのために)

起 こったのです。それがゆっくりとであるか、

劇的にであるかは、どちらでもいいことです。

癒される側から癒す側へ、仕えられる側から仕

える側へ、宣べ伝えられる側から宣べ伝える側

へ、表に出るか裏方に徹するかは別 として、そ

のチームの一員になっていくのです。教会の二

千年の歴史は、そのような有名無名の人々の、

途切れることのないリレーなのです。受け継が

れたバ トンは信仰、十字架 と復活の主への信

仰。その選手たちの集団を教会 と呼びます。

① 「吉事家」は今の「教会」を指 します。

吉・事・家、その一字―字に言葉の意味があ

ります。テキストに基づいて「教会」の原点

を考えてみましょう。

② 私たち信徒がなすべき第一のこととは何で

しょう。また、私たちに出来ることは何かを

考えてみましょう。

③ 私たちの日常の生活の中で、それぞれの立

場や職業の中で、自らが体験した神の愛の証

しについて語り合ってみましょう。

[12]



④ 今、あなた自身の「キムヤミー」は何です

か。具体的に、他者への深い共感があなたを

動かしたとすれば、それはどんなとき、どん

な ことで したか。

[13]
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2.神の民・「信徒と教職」

●思い出せ、洗礼を

受けたときのこと

信仰を持って生きることを始めるキリス ト教

の式 は、洗礼式であ り、それに続 く堅信式で

す。洗礼式では信仰告白があり (本人ができる

ときもあるし、幼かったら教保 と会衆が声を合

わせて唱和する)、 三度の水の洗いがあります。

その後の堅信式では、「この兄弟・姉妹を恵

みによって育てて くださった神に感謝し、彼・

彼女 (ら )を祭司のひとり、み国の同労者とし

て受け入れ、共に福音の使節となるように、互

いに祈りなさい」 と会衆に向かって勧めがなさ

れます。洗礼 と堅信を受けた人は、もはや自分

がキリス トの救いに与からせていただいたとい

うだけではなく、自らもまた「祭司のひとり」

「み国の同労者」、そして「福音の使節」だとい

うのです。使節は、新共同訳聖書では「キリス

トの使者」と訳されていますが、英訳ではアン

バッサダーと書かれています。アンバツサダ~

とは「大使」です。一国を代表し、その国の政

府 と国民の思いを伝える役です。ここでは、神

の国の大使なのです。私がキリス トの国を代表

するなどと想像しただけでも、恐れ多 くて縮み

上がってしまいそうですが、堅信式で牧師は、

私たちを「祭司のひとり」「み国の同労者」「福

音の使節/大使」 となるように祈ることを求め

ています。それは牧師の願いというのに留まら

ず、キリス トからの委託なのです。そのために

「聖霊の賜物」を求めて按手がなされるのです。

ここまでの話で明らかなように、神さまの御

心を伝えることを託されたのは、神の民です。

神の民全体です。「あなたがたは、選ばれた民、

IIコ リント5:20

●伝道するのは

牧師だけ?

[14]



Iペ トロ2:9

口語訳 。エペ ソ4:12

王の系統を引 く祭司、聖なる国民、神のものと

なった民です。それは、あなたがたを暗闇の中

から驚 くべき光の中へ と招き入れて くださった

方の力ある業を、あなたがたが広 く伝 えるため

なのです」。あなたがたが、そうです、私たち

が「広 く伝えるためです」。

ですから、いつの頃からか私たちの間に染み

付いた「伝道は牧師の仕事」という誤つた観念

から、一 日も早 く解放 されましょう。 もちろん

牧師は伝道 します。それが牧師の生涯かけた務

めです。説教をします。主日ごとに神の言葉を

世界に向かって語ります。諸々の伝道の企画を

立て、その実行に先頭に立ってあた ります。公

に語るだけでなく、神の言葉が一人ひとりに意

味あるものとして届 くように最善の手 を打ち、

こまやかに配慮をします。それを牧会 といいま

す。

でも、そのことは、牧師だけが伝道するとい

うことを意味するのでは全 くありません。むし

ろ牧師には、教会全体が、つまり、神の家族全

体が、今 ここで彼らな りにできる形で、伝道の

働きに参与できるようにするために、ヴィジョ

ンを示し、信徒の信仰を養い、教育・訓練し、

力づけ、生 きる現場へ と送 り出す責任がありま

す。「聖徒を整えて奉仕の業をさせ、キ リス ト

の体を建てさせ」ることでしょう。

ルーテル教会の伝統では、牧師職は専 ら説教

職でありましたし、また牧会職でした。教会の

憲法上の名称は教師です。正しく聖書 と教理を

教える責任があります。けれども率直 に言え

ば、全体 としては、伝道 と奉仕のために信徒を

教育・訓練することは、優先順位の高いもので

はなかったのではないでしょうか。で も、これ

[15]



●ミニ牧師ではなく、

フル信徒に

イザヤ1111-10

はとて も大切な務めです。

立派な信徒 といわれる人は、牧師の小型版

(ミ ニアチュア)ではないのです。牧師が信徒

の理想型 (モ デル)で もないのです。仏教でも

出家 と在家に分かれますが、在家は出家の前段

階ではないのです。キリス ト信徒 もそうです。

牧師予備軍でもな く、牧師よリー級下の身分で

もな く (も ちろん、一人でも多 くの献身者は生

まれてほしいのですが !)、 有給であれ無給で

あれ、世俗の仕事・生活に就きながら、信仰者

として生きるというあり方への召命を受けてい

るのです。ルターが聖職者への召 しだけでな

く、さまざまな職業 (家庭も含めて)に携わる

ことも「ひとつの神さまからの召し」であると

いう召命観、職業観 (=天職「ベルーフ」観)

を打ち出したことは画期的なことでした。

信徒の最大の特質は、「この世性」だと言え

ます。この世の只中で生きることです。さまざ

まな分野の専門職 として、家庭であれ、学校で

あれ、会社であれ、社会という大きな有機体を

構成 し、動かしているその一部のそのまた一部

として、信仰を持って生きることが、神さまか

ら与 えられた使命なのです。なぜなら、神さま

はお造 りになったこの世界を、私たちに託して

お られるのです。よ く耕 し、手入れ し、管理

し、そこに新しいものを生み出していくように

と。そして、あのイザヤ書などに描き出されて

いる平和 (シ ャローム)に満ち満ちた世界を造

り出すように、た くさんの人間を必要としてお

られるのです。

ですから、そのためにこの世を生きる信徒が

必要なのです。そして、この世界を生きている

[16]



●信徒には入って

いけない場所はない

無数の人たちに神さまの御心を伝え、かつ、そ

の人たちと神さまの御心に叶った世界を創造し

ていくためには、彼 らとこの世で同じ生活を営
んでいる信徒たちが、証じと奉仕をすることが

不可欠なのです。

繰 り返 しますが、伝道のため、福音宣教のた

めに、この世を生 きる信徒がなくてはならない

のです。信徒が牧師のパー トナーとなり、また

証 しし奉仕する信徒 となるために整えられ、力
づけられることこそが、神さまがお望みになっ

ていらっしゃることです。礼拝はそのためにみ

言葉と聖ネL典による充電の場、教会はそのよう

な信徒の交わりの場なのです。そこへと人々を

招き入れ、そこからこの世へと送り出す場なの

です。信徒が目指すのは、フルに信徒である生

き方なのです。

信徒の働きは、人間の生活のありとあらゆる

領域にまたがっています。職業や学問の種類だ

けでなく、地域的にも、人種 も文化 も言語も社
会層 もイデオロギーも、宗教さえも超えて広が

っています。こんな強みはありません。ですか

ら、信徒にとっては、どこもパ リアフリーで

す。

もちろん、いつでもどこででも直接的な伝道
をすることができるかと言えば、それは制約さ

れています。けれ ども、それで も、「存在」で

きるのです。キリストヘの信仰を持って生きて
いる一人の人間として存在することはできるの

です。その存在が許されており、求められてお

り、祝福 されており、励まされているのです。

[17]



●信徒もまたみ言葉を

語る

信徒の働きの重要さ、代わりの利かない掛け

替えのなさは、もう十分お分かりいただけたこ

とでしょう。ただし、信徒の働きの場が、社会

の中であるという面だけが強調されたきらいが

あったかもしれません。しかし、そうではあり

ません。信徒に与えられたさまざまな霊的な賜

物は、すべて教会のため、ネL拝のためにも用い

られるのです。ぃぇ、そこでこそ、この世で磨

かれた才能が神さまに祝福されて存分にその力

を発揮するのです。

アメリカのルーテル教会などでは、信徒が司

式に加わることも神学的に支持され、早 くから

実践に移されています。証 しや奨励 という形だ

けではな く、「信徒もまたみ言葉を語る」とい

う神学的確信のもとに、信徒も主日礼拝の中で

説教の奉仕 もするということの公の共通理解

が、2004年の日本福音ルーテル教会の総会で承

認され、信徒説教者の養成 と認定、委託に関す

る必要な規則作 りが2006年 の総会で定められる

ことになりました。霊的な奉仕の面にも大いに

道が開けてきました。この新しい展開は、確か

に牧師不足 という現実をきっかけにして起 こっ

たことではありますが、二千年の教会の歴史を

遡ってみると、本来的な姿なのです。[LAOS

講座第2号『説教の聴 き方、語 り方』を特に参

照のこと]

これまで信徒の奉仕 と言えば、オルガンの奏

楽とか生け花などを除けば、あとはもっぱら裏

方の仕事、黒子の役回りでしたが、司式に参加

した り、み言葉を朗読したり、証しをしたり、

さらにはみ言葉を説き明かす説教の奉仕をした

りできるように、霊的な専門職である牧師が、

信徒の方たちとの共同作業の中で、良い指導と

[18]



〈まとめ)

〈話し合いのために)

貢献をしてくださることが期待されています。

① 堅信の後、私たち自らが「祭司のひとり」
「み国の同労者」「福音の使節」だと述べられ
ています。それがキリストからの委託だとい

うことに対して、あなたはどう考えますか。

② ルターは、聖職者だけでなく、私たち信徒
も「この世性」の分野で、つまり様々な職業
を通して「神からの召し」を受けていると説
いています。私たち信徒には、「伝道は牧師
の仕事」という考え、観念が染みついていま

すが、それらを払拭するにはどう考えていく
べきか、語り合つてみましょう。

③ 「ミニ牧師」と「フル信徒」の違いを話し
合つてみましょう。

④ 「信徒もまたみことばを語る」ために必要
な条件を列挙してみましょう。
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3 宣教と奉仕の具体像

●伝えなければ

伝わらない

Iペ トロ3■ 5

一緒に暮 らしている家族だからと言って、心

の奥まですべて以心伝心、言葉抜きで伝わるも

のではありません。極端な話ですが、親が亡 く

なり、子 どもが仏式で葬儀をあげた後で、教会

員だったことが分かった例 もあるのです。「後

ろ姿の伝道」「背中の伝道」ができた ら素晴 ら

しいのですが、当然のこと、そう簡単ではあり

ません。言葉を媒介にすることは、場を心得れ

ば、必要なことです。

「キリス ト教をどう思いますか」との質問に、

「触れたことがないから分からない」 との答え

は意外 と多いのです。教会から、クリスチャン

から誘われたことがない人は、まだまだとても

多いのです (誘われても教会に来たことのない

人が多いのも事実ですが)。

家族の中で、その気になれば目に触れるとこ

ろにキリス ト教のパンフレットや書籍が置いて

ありますか。うちの中に、信仰を表す何かが見

えるようになっていますか。どうしてクリスチ

ャンなのか、聖書には何が書いてあるのか、キ

リス ト教の教えとは一体何なのか ?も っと個別

具体的な問題 (なぜ戦争をするのか、中絶は認

められるのか、死んだらどうなるのか、等々)

への対応を聞かれるほうが多いでしようが、そ

のとき答える用意がありますか。実際にどのく

らい熱心に誘っていますか。

やっとのことで、ある人が教会 (礼拝)に行

ってみたいなと思うようになったときのことを

考えてみましょう。さて、教会はどこにあるか

なと探す気になったとき、教会は外から分かり

●お客様を招く心

[20]



●信徒のこんな役割

あんな役割

やすくなっていますか。中ではどんなことをや

っているか、入る前に外から分かるようになっ

ていますか (集会の案内、教会の紹介やメッセ

ージ、歓迎する言葉などが表に出ていますか)。

最近はインターネットで見つけてくる人がとて

も増えていますが、それへの対応はできていま

すか。デパー トで買い物をする前に必ずするの

が下見、ウィンドー・ ショッピングです。一度

入ったら出られないというのでは心配になるの

で、踏み込む前に自由に拘束されずに見てみた

いのです。そういう開かれた感じがあなたの教

会にありますか。

兼牧態勢では、電話がかかってきても留守の

教会から牧師宛てに転送されるようになってい

ますか。問い合わせにすばや く反応できるよう

な仕組みになっていますか。

教会はきれいですか。「何事のおわしますか

は知 らねどもかたじけなさに涙あふるる」―神

社仏閣の持つ宗教的な静論さとは違っていて

も、教会はそれ独特の清潔感やあたたかさ、ど

こかふつうの空間とは違うたたずまいといった

ものを醸し出しているでしょうか。教会は内輪

の人だけで長 く居ると、ついつい散らかってい

た り古い印刷物が置きっ放しになっていたりし

ても平気になってしまいがちです。聖なる空間

にふさわしく !こ れは建物の古い新しいとは関

係ないことです。

我が家にお客様をお迎えする心 といったらい

いでしょうか。心したいものです。

信徒が福音宣教の働きを担うというとき、実

にさまざまなや り方が考えられます。そして、

そのことは、いわゆる教会的専門職 (た とえば

[21]



●教会の働きを

分担して担う

オルガニス ト)だけではないということを先ず

確認しましょう。

ある牧師が新しくA教会に赴任したとき、会

員宅を訪間するのに、80代 の信徒がずっと同伴

したそうです。創立以来の古参信徒が一緒だっ

たお蔭で、単に道案内してもらって助かっただ

けではなく、初対面の牧師と訪問された会員 と

が、スムーズに共通の話題を持つようになれた

ことでしょう。

B教会 は、ひとりの牧師が兼牧 しています

が、遠 く離れているので、牧師がやって くるの

は礼拝のある土曜日だけです。では、それ以外

の日は、会堂はがらんどうで、締めっきりでし

ょうか。いえ、高齢の信徒が週日はお留守番に

やって くるのです。礼拝堂は開かれており、誰

か訪ねてきても応対ができるのです。そのこと

がどれほど宣教にプラスか、ずっと後になれば

わかるでしょう。ちなみに、2004年現在、日本

福音ルーテル教会に属する129の教会に対 して

教会担当の牧師は87人です。牧師が常駐 してい

ない (そ この牧師館に住んでいない)教会は42

もあるのです。

専従の事務担当者がいる教会は、全国で数え

るほどしかありません。でも、C教会は、信徒

の日直制 を採 りました。日替わ りですが、週

日、チームの内の信徒が一人やって来ます。そ

うすることで、牧師は安心して訪間などにも出

かけられます。留守中も電話を受け、来客に対

応し、事務処理も手伝います。これらはいずれ

も高齢の信徒たちの貢献です。

D教会では、その教会の仕事はみんなで分け

て担っています。ある方は、毎週1回、教会中
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●信徒の専門的な、

得意な面を

生かした貢献

の トイレのタオルをきれいなものと取 り替える

役目を引き受けています。その方の都合に合わ

せて、一週間のうちの適当な時間にやってき

て、あちこちにあるトイレのタオル全部を、洗

ってあるきれいなものに取 り替えるのです。

どれもこれもなくてはならないこと、そうい

う働 きがなされていると、会員であれお客さん

であれ、誰もが気持ちいいことです。しかし、

ひとりに負担がかかり過ぎないように、会員み

んなが教会の仕事を手分けして、支 えていま

す。その結果、自分の奉仕が教会全体に役に立

っていると実感できます。教会のためにどんな

仕事があるかもみんなに見えます。

これらのおおかたの仕事は、以前は牧師夫妻

が黙々 とやっていたことでしょぅ。今はその分

だけ楽になったというよりも、牧師でなければ

できないことに力 と時間をかけられるようにな

ったのです。教会全体 としては、宣教のための

パワーアップができたのです。

上記の例にみられるような奉仕なら、そのよ

うに用いてくれさえすれば、喜んで働きたいと

思っている信徒は少なくはないのです。 とくに

高齢になればなおのことです。なぜなら壮年・

中年の時代は、なにしろ社会の中のさまざまな

責任を数多く負わされていて、やる気はあって

も時間がなかったのです。しかし、今は、体力

は以前 と同様ではなくても、自由になる時間が

あるのです。また、人生の経験も重ね、信仰も

いっそう深みを増してきています。長年培った

専門性も生かせるのです。

教員を退職したある信徒は、教会を借 りてこ

どもたちの教育相談を始めました。ある方は、
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●教会と教会の

パートナーシップ

広告業界で働いてきたノウハウを活かして教会

のイベント興 しに知恵を出しています。パソコ

ンの得意な方は、教会の会計処理や月報作 りに

腕を振るっています。料理の腕自慢の方は、子

育て中の若い女性たちを台所での奉仕から解放

してくれています。教会で絵画や手話や俳句、

詩吟の教室を開いた方もあります。医師だった

方は、医療 と宗教の関係を学び啓発するための

会を運営しています。煙突職人だった方は、教

会でス トーブの煙突の付け替えだけでなく営繕

に力を発揮されています。教会の庭を花で飾る

ために手入れの労を惜しまない庭いじりの名人

もいます。これらは枚挙に暇がありません。一

つはっきり言えることは、どなたも生き生きと

自分の時間を教会のため、神さまのために捧げ

ておられる ということです。これ以外のさまざ

まな例が、全国にいろいろあるでしょう。経験

を分かち合いましょう。「あっ、それならうち

でもできる。私 もできる」ということが出てき

ます。

「教会が老人の溜まり場になって……」 とぼ

やいてはいけません。高齢化社会の中で高齢者

が集まって くる教会こそ、まさに時代のニーズ

に応えているのです。そして、来るべき高齢社

会が「高霊社会」になるように貢献するのが、

教会の大事な務めではないでしょうか。その貴

重な担い手 こそ教会の中の高齢者です。要は人

を生かすことです。

現在、日本福音ルーテル教会は「宣教方策

21(PM21)」 にのっとつて、教会の持つさま

ざまな資源 (人的、物的、財的)を有効に生か

して、これからの福音宣教の展開をはかるべ
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近刊 の LAOS講座

第 6号「信仰継承」を

参照のこと

く、教会の統合 を図っています。言い換 えれ

ば、現状維持に終始するのでなく、宣教のため

の限られた資源を組み合わせ結集させることで

宣教力を底上げしようとしています。組織合同

して「新教会」 を形成するか、もう少 し緩やか

な「教会共同体」でいくのかは、個々の事情 と

全体の状況の中で決まってい くでしょうが、肝

心なことは、各個教会が従来のようにそれぞれ

が自己完結的にこぢんまりとまとまるのでな

く、福音宣教のために、大胆に近隣の教会とカ

を合わせていく道を選び取ったということで

す。要は、組織統合が目的ではなく、宣教のた

めの最善の態勢作り (再編)を 目指しています。

おおかたの教会では、教会学校が青息吐息で

す。青年会も活発 とは言えません。そういうと

きに、近隣の教会 (あ まり離れすぎていると不

可能ですが)と共同のプログラムを持つと、ひ

とつの教会では期待できなかった効果を上げる

ことができます。子ども同士、青年同士の出会

いと交わりから、彼らが信仰的に成長するので

す。毎週は無理でも、良い刺激が与えられるの

です。現在は、全国レベルや教区レベルでは活

発なプログラムがありますが、地区レベルでは

それほど盛んで もありません。 もちろん、その

ための準備も必要です。かえって、手間だと思

われるかもしれません。しかし、次世代を育成

していくためには必要な努力ではないでしょう

か。

若い人たちのためばかりではありません。婦

人会や壮年会で もプラス効果はあるものです。

特に、高齢者の集 まりとか、障がいを持ってい

る方たちの集 まりと言ったらなおのこと、個々

の教会では十分な数が揃いにくくても、力を合
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●牧師同士の連携

わせると、 1プラス 1は 2ではなく、 3に も4

にもなること請け合いです。

全国のルーテル教会の中で、北海道特別教区

の道央地区だけでしょうが、札幌・恵庭両市に

ある4教会の牧師が毎週木曜日に定期的に集ま

り、説教の準備 (翌々週の分)を一緒にするだ

けではなく、週報の共通部分を作るのです。信

徒は、どの教会に属していても地区内の動きが

分かり、一体感が培われます。月報 も共通で

す。東海教区は、説教者の交流も盛んで、三河

地区も地区内の諸教会は週報に共通の頁を持っ

ていて、地区内の牧師のメッセージが順番に載

っています。西中国地区なども合同プログラム

が盛んです。講壇交換を行っている地区も増え

てきました (こ ういう素地があると、統合問題

も「宣教論的」に話せます)。

そうすることによつて、以前は常識であった

「―教会一牧師」体制 (そ の結果、信徒はその

教会の牧師 (の説教)しか知 らない)は一変し

ました。信徒にとっても新 しい経験ですが、牧

師にとっても「この牧場の羊は、私一人で牧す

る」という状況から、「複数の牧者」がいる事

態に変化してきたのです。

このことを、牧師数不足による事態への緊急

避難対応 とだけ考えないでいただきたいので

す。個々の教会の主たる責任を負う牧会者はい

ても、信徒たちは自分たちに関わる複数の牧師

の異なる霊的賜物に接すると、それが会衆にと

っても益することだと理解します。牧師集団に

とっても「共同=協働」伝道・牧会に従事する

ことで、一人でやっていたときよりも、個人と

しても、より成長する し、全体としても伝道
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●複数の牧師と

複数の会衆

力・牧会力が増したということを経験する機会

です。

使徒パウロの宣教旅行は、いつも同労者が一

緒でした (第 1回 はバルナバ と。第 2回 はシラ

スやテモテ、ルカを同伴 しました)。 ルーテル

教会の最初の宣教地・佐賀に赴いたのは、シェ

ーラー、 ピーリー両米国人宣教師 と、山内量

平・幹枝夫妻の4人で した。邦人二人の牧師を

擁する教会 こそまだ少ないですが、日本人牧師

と宣教師のコンビは、 これまでもよくあったパ

ターンです。

今後は、1教会に複数の牧師というよりも、

複数の教会 (あ るいは制度上は「新教会」や

「教会共同体」の諸礼拝所や諸教会)に複数の

宣教者チームが関わり、信徒たちは複数の牧者

を持つ ということが、少しも珍しいことではな

くなるでしょう。「複数共同牧会」 と言われて

きたことが、やっと実体化しようとしているの

です。

今はネットワークの時代です。一人のあらゆ

る分野に秀でたスーパーマンを期待するのでは

なく、それぞれに異なる賜物を持った者たちが

それらを繋ぎ合い、分かち合ってい くのです。

イエスさまが弟子たちを派遣された ときも、

「二人ずつ組にして」で した。牧師 も信徒 も、

まだ「チームワーク」に慣れていないかもしれ

ません。「お らが○○先生」とい う排他的な

「師弟」意識が頭をもたげがちです。みんなで

やるからといって、「総無責任態勢」になって

も困りますし、同労者チームの中での「ホーレ

ンソー」 (報告・連絡・相談)がおざな りにな

っても、うまく機能しません。でも、まことの

マルコ6:7
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Iコ リン ト12、

エフェソ1:23

「羊の大牧者」はイエス・キリストお一人です。

牧師たちは、いわばその副牧師たちなのです。

また、「キリストの体」という素晴らしい比喩

によって示された「教会有機体」論を本気で信

じましょう。

●伝道・教育・福祉の

宣教共同体

マタイ4:23、 9:35

●各個教会も特別の

使命を担う

イエス・キリス トのガ リラヤでの宣教活動

は、町や村を残 らず回って「諸会堂で教え、御

国の福音を宣べ伝え、また民衆のありとあらゆ

る病気や患いをいやされた」 と記されていま

す。今風に言えば、伝道と教育と癒し (医療や

福祉)の包括的宣教活動でした。十二使徒たち

もそうでした。教会の歴史は、いつもそのこと

を心掛けてきました。日本でのルーテル教会の

歩みもそうでした。1893年 に佐賀で伝道を開始

し、す ぐに熊本へ と展開していったあと、そこ

では男子、女子の学校を始め、また身寄 りのな

い高齢者、孤児、悲惨な境遇から逃がれてきた

女性たちを引き取 り、そのための施設を始めま

した。その後今日に至るまで、学校教育、幼稚

園保育園、さまざまな社会福祉施設を建て、こ

の社会に大きな貢献をしてきました。直接的な

伝道だけでなく、奉仕の業にも努めてきたので

す。まさにイエスさまの働きに倣った包括的な

宣教活動です。

一つひとつ挙げていけばキリがないのです

が、注目すべきことは、各個教会レベルでも、

幼児教育だけでなく、その地方固有の課題に取

り組んでいる働 きです。稔台教会のように学童

保育を本格的に実施 したり、知的あるいは精神

障がい者と共に生きるための働きを、門司 (光

の子学園)、 大垣 (あ ゆみの家)、 柳井 (一粒の
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●るうてる法人会連合 もともとは一つの社団組織の下に始められた

ルーテル教会の多様な宣教活動でした。戦後、

法律の定めに従って、伝道は宗教法人、教育は

学校法人、福祉は社会福祉法人に分割され、そ

れぞれの枠内でやってきました。1970年 の「自

給」以降は教会と諸法人 との経済的なつながり

も薄れてきました。

2002年に、日本福音ルーテル教会 と、ルーテ

ル学校法人会 (3法人 )、 ルーテル社会福祉協会

(27法人 )、 ルーテル幼稚園保育園連合会 (50

園)は、新たに「るうてる法人会連合」を結成

して、組織や運営形態 こそ違え、全体として福

音宣教の働きなのだということを再確認し、信

仰的には言うまでもな く、可能な限り多くの場

面・ レベルで協力し合 つて、この世 にあって

「宣教共同体」として生きていくことを誓いま

した。まさに原点の確認でした。 これから、法

人 (会)の レベルでの協働だけでな く、個別の

施設 と各個教会といった草の根レベルでの協働

を目指 していきたいものです。

施設の側 も、教会に協力するのはもちろんで

すが、なにより、教会は施設も福音宣教の一翼

だということ、その働 きは各個教会での伝道と

同じく宣教の最前線 (ミ ッション・ フロンティ

[29]

麦)、 佐賀 (レ インボーハウス)、 挙母の元町

(ス モールワン)は じめ各種各様 に、市民 と協

働しなが ら営まれていることです。 日本福音ル

ーテル社団は、難民支援や国際開発、国際福祉

の働 きを進めています。規模や運営形態はさま

ざまですが、各個教会が、イエス さまに倣っ

て、伝道 を行なうとともに奉仕の働 きを担って

きたのです。



ア)だ ということを、正 しく認識し位置付けね

ばな りません。そこでの働 きに「聴 き」、とい

うことは、働 きの対象者たちの持つ「求め」、

つまり神さまが関わっていこうとされている

人々の「声」を「聴き」、同時に、働き人たち

(ク リスチャンもそうでない人も含めて)を
「支え、労い、祝福し、力づける」ことが大切

です。施設の側が期待しているのは、なにより

霊的・精神的な関わりなのです。働き人も支え

手も送り出さなければなりません。

〈まとめ〉

(話し合いのために) ① 初めて教会に来られた方に、どう対応した

ら一番適切か、あなたの教会でのその配慮、

やっていること等を語り合ってみましょう。

② 教会での役割分担が一つの宣教活動です。

宣教のパワーアップのため、その役割を考え

てみましょう。現在やっていること、これか

ら出来そうなこと、高齢の方が過去になさっ

たことも傾聴しましょう。その中に貴重なヒ

ントがある筈です。

③ 高齢の信徒の方が集まりやすい教会になっ

ているか、そのためには何が必要か、アイデ
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アを出し合って下さい。

④ 「一教会一牧師」体制から今や「複数共同

牧会」に変って行 く時代、私たちは「羊の大

牧者」はイエス・キ リス トお一人 という礎を

確固 として、教会の働きに広い視野を持ちた

いものです。パー トナーシップは活きていま

すか。
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4.牧会的カウンセリング

●世は挙げて

カウンセリング

流行り

●聴くことに徹する

ことの大切さ

難 しい事件が起 こるたび、心の対応のために

カウンセラーの登場が要請されます。学校でこ

とが起 こると、スクールカウンセラーの配置だ

といいます。結婚カウンセリング、カル トから

の救出カウンセリング、キャリア・カウンセリ

ング、美容カウンセリング……何にでもカウン

セリングという言葉が使われ、しかもそこには

専門職の仕事 という響 きがあります。「カウン

セリング」とは、例えば広辞苑には「個人の持

つ悩みや問題を解決するため、専門的な方法に

より助言を与えること。個人指導。身上相談。」

とあります。しかし、果たしてこのカウンセリ

ング流行 り、カウンセリングの氾濫は、キリス

ト教会に連なる信徒にどのような意味があるで

しょうか。クリスチャンや教会で使われるカウ

ンセ リングというものと、巷に温れるカウンセ

リングとは何か違いがあるのでしょうか。

教会では、牧会 とか司牧 と日本語で言います

が、「羊の群を牧する」ことからとられた「牧

師の務め」の一部 としての牧会カウンセ リン

グ。牧会は、 ドイツ語では直訳すれば「魂の配

慮」です。

カウンセリングの基本として先ず叩き込まれ

るのは「受容」と「傾聴」です。是非善悪の判

断を差し控えて、無条件に、相談に来ている相

手を受け入れること、これが「受容」でしょ

う。ひたすら自分の心の中に渦巻く思いを訴え

ているときに、聞く側が自分の持っているこれ

までの「経験」から先を見通し、その人にさっ

さと「答」を与えてしまうことをしないで、そ
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れこそひたすら相手の言葉に耳を傾けること、
これが「傾聴」です。 このふたつ、「傾聴」と

「受容」 とは、言うは易 く行なうは難 しなので

す。本当に難しい。なぜなら私たちは、とりわ

け「善意」 に満ちたクリスチャンは、「かゎい

そうな」「迷 える小羊」である相手 を助 けた く
て、「正解」あるいは「真理」を一 刻 も早 く

「教えてあげよぅ」 とするのです。ですから、
「傾聴」 しないし、「受容」してないのです。

人間に回は一つしかないのに、耳は二つある
ことが暗示 していることは大事です。話すこと

の三倍聴かなければ !相談に来る人の中には、

判断に迷っている人 もいるし、自分の中では既
に答が出ている人 もいます。でも、「聴いても

らいたい」。そぅぃ ぅ場合なら、訳知 り顔 に

「正解」を教 えようとすれば、相手が求めてい

るものとは違うことになります。 ときには逆に

なります。そんな「答」は不必要だし役に立た

ないのです。ひたすら聴 くことです。判断抜き

に !辛抱が要ります。訓練がなくてはできませ

ん。

隣人の言葉に耳を傾けない人でも、神さまの

言葉には耳 を傾けるというのでしょうか。そも

そも、私たちが神を愛するというとき、一体全

体 どうした ら神を愛せるようになったのでしょ
うか。それは、取りも直さず、神さまのみ言葉
を聴いたからです。その方が語る言葉 を聴かな

ければ、その方がどういう方であるかがどうし

て分か るで しょう。「神 の言葉」で あるイエ

ス・キリス トに聴かなければ、神さまの心は分
かりっこないのです。今、目の前の人を愛する
ことができるためにも、先ずはひたすら聴かな

くては !
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●共に喜び、共に泣く

自分なりの答を持っていながら相談に来る人

もいます。しかし、心底迷っている人 もいま

す。でも、その人も自分の話をじっくり聴いて

くれる人がいたら、そして、その過程で自分自

身が本当は何を望んでいるか気付いてきたら、

自分で答を出すこともできるし、出した答を実

践することもできることが多いのです。けれど

も、答そのものは同じでも、自分がやっとたど

りつき、納得した答 と、人から与えられた答で

は、その人の腹への収まり方が違 うのです。そ

の人が決断するときの、また実践に移すときの

力の出具合がおよそ違ってくるのです。そこに

いたる過程がとても大切です。

カウンセリングでも、強調される言葉の一つ

に「あるがまま」というのがあります。「ある

がまま」の相手を受け入れる、「あるがまま」

の自分自身を受け入れる、このことです。

カウンセ リングの基本の一つは「共感」で

す。同情 と似ているけれども、微妙にニュアン

スが違 うかもしれません。ローマ書のあの言葉

「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい」

を拳々服鷹しましょう。教会でよく耳にする美

しい言葉ですけれども、その実践は案外難しい

のです。ですが、「傾聴」し「受容」した ら、

どうしてもこの「共感」も身につけなければカ

ウンセリングは成功しません。逆に言えば、こ

れさえできるようになると、もう大丈夫でしょ

つ。

キリスト教は「愛」ということを耳にタコが

できるほど語ります。傾聴すること、受容する

こと、共感すること、これこそ愛することの具

体化なのです。愛するということは観念ではあ

ローマ12:15
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●横の関係から縦の

関係への気づきに

りません。心に重荷を負っている隣人へこのよ

うにして関わることで、愛は愛になるのです。

牧会的カウンセリングは、人間関係の問題を

解きほぐすことで落着するのではありません。
いえ、人間の抱えるトラブル、悩み、苦しみは

究極的には神さまの前での解決 (赦 しの宣言)

を抜きにしては、真の解決はないことを私たち

は信じています。でも、具体的な問題に取 り組
む過程を抜きにして、最初から神の赦 しの宣言
では、ありがたいようで、実は何の力にもなら

ないのです。けれども、横の関係に真摯に取 り

組み、その過程で他者理解を深め、そして自己

理解ができるようになったときに、そのような

自己が神さまに無条件で受容 していただけるこ

とが、その人にとって、その人の存在 と魂にと

って、なくてはならない最終解決だということ

を知るのです。 しかも感謝を持って。神の無条

件の受容 とは、聖書が語る赦 しであり愛なので

す。イエス・ キ リス トの十字架 と復活 によっ

て、私 という、また トラブルの関係にある他者
という罪人を神 さまが無制約的に赦し、無制限
に愛してくださっていることに他なりません。

牧会的カウンセ リングは、心理学的な手法を

用いますが、そのことが可能になる根底を聖書

のメツセージに持つているのです。しかも、カ

ウンセリングにあたる私たち自身をも無条件に

受容していただいていること、キリス トが私に

共感 していてくださることによって、相談相手
に関わ り続ける不思議な力を与えられているの

です。聖霊の賜物 というべきでしょう。
このような牧会的な関わ り方を通 して初め

て、相手が信徒の場合であれ、未だ信仰に入っ
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●「素人」にもできるし、

やらなければ

ていない人であれ、誰であれ、究極の解決が示

されるのです。ただ「ああ、いいよ」「なんで

もいいよ」と言うのではなく、キリスト教に基

づくカウンセリングが成立し、相手の命を生か

すことに貢献するのです。最後の結果を聖霊の

御手にお委ねしながら。

この章の冒頭に書いたように、カウンセリン

グという言葉には専門性の要求が含まれている

ようです。では、牧会カウンセリングの専門家

である牧師はいざ知 らず、専門の訓練を受けて

いないぶつうの信徒には無理なこと、むしろ手

を出さないほうがいいことでしようか。結論か

ら百えば、そういうことはありません。 ここま

で述べてきたように、三つの基本にどこまでも

忠実であろうと心がけながら関わるとき、それ

は誰にでもできることでしよう。愛するという

ことは免許 も資格もいりません。傾聴・受容・

共感は、人が人である限 り、私たちがキリス ト

信徒であろうとする限 り、誰もがするべきこと

だし、できるはずです。

もちろん、訓練が必要です。実践の中での訓

練が。そして、やはり人の魂に関わることです

から、下手にいじくつて傷つけてはいけません

(場合によっては、相手を傷つけたことにさえ

気づかないのです)。 プライバシーは尊重 しな

ければなりませんが、できたら本人の了解を取

っておいて、牧師に報告 し、相談することで

す。適切な関わり方をア ドバイスしてもらうこ

とです。どんなカウンセラーでも、プロになる

のに何百時間というスーパービジョン (指導)

付きの実践を重ねるのです。一人で抱え込むこ

とは教会的ではありません。そして、福音のメ
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(まとめ)

〈話し合いのために〉

ツセージが出るには、ふさわしい出る幕があり

ます。早すぎても遅すぎて もいけません。で

も、最後には、一緒に祈ってカウンセリング・

セッションを終 りたいものです。前節の結びで

も述べたように、最後は神さまの御手に委ねる

のです。

①  カウンセリングは、ひたすら相手を受容す

る、傾聴することが大切 とされています。あ

なたは良い聴き手ですか。自分の価値観を押

しつけていませんか。「あるがまま」の相手

を受け入れていますか。

② 「共感」するには何が大切でしょうか。共
に考えてみて下さい。

③ 相手の命を生かすことに貢献するカウンセ

リングとはどういうことでしょうか。カウン

セリングの専門性については専門家でなけれ

ばわかりませんが、私たちは共に喜び、共に

泣 く心で、相手のお話に耳を傾けたいもので

す。それぞれの体験から語 り合つてみて下さ
い 。
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教会のデイアコニア

松隅 貞雄

「人の子は仕えられるためではなく仕えるために、また、多くの人の

身代金として自分の命を献げるためにきたのである。」 (マ ルコ10:45)

1.デイアコニア

ディアコニアとは、ギリシャ語で「仕える」 という意味の言葉です。

この言葉で、イエス 。キリス トの「神 と人 とに仕え、人の救いのため

に、命を献げる」生き方が示されています。このような生き方を示す適

当な日本語がありませんので、ディアコニアという聖書の中の言葉を用

いて、神 と人 とに仕える生き方を示すのです。

神はこの世を愛し、御子イエス・キリストをこの世に遣わし、御子は

父なる神の御心に従い、人に仕え、人を救うために命を献げてください

ました。御子は、この世から父なる神のもとに移るときが来たことを悟

られた とき、夕食の席から立ち上が り、弟子たちの足を洗い、「あなた

がたも互いに足を洗い合わなければならない」とおっしゃり、また「わ

たしがあなたがたを愛 したように、あなたがたも互いに愛 し合いなさ

い」 という掟をお与えになりました。この掟が守られるときに、ディア

コニアは起 こるのです。また、残される弟子たちのために、弁護者であ

る聖霊を遣わすという約束をして くださいました。聖霊は来て くださ

り、五旬祭の日に教会を誕生させてくださいました。

2.教会の歴史の中で

a)教会は、み霊の働きによって誕生し、霊の賜物に満ちています。

(使徒言行録2:1-4、 Iコ リント12:4-11)

b)教会はキリス トの体です。 (Iコ リント12:12-28)

(1)新約聖書の中から

使徒言行録 6章には、貧しい人々を世話するために、 7人の世話人が

選ばれています。彼らは、必要に応じて、説教をしたり、牧会に当たっ

たようです。ローマの信徒への手紙16章では、教会の奉仕者、人々の援

助者 として、フェベという女性が紹介されています。
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(2)初代教会

監督たちがディアコニアの責任を持ち、孤児の家、貧しい人の家、盲

人の家、やもめの家、病院、旅行者のための宿泊所、看護所などの総合

施設を管理していました。

ディアコニッセ (生涯、奉仕に献身する女性)は、婦人たちの洗礼準

備や、礼拝における婦人・子どもの監督や教育のためにおかれました。

また、牧会や、家にいる病人の看護、クリスチャンではない家族の中に

いるクリスチャン婦人たちのために奉仕し、他に、貧しい人 を助 けた

り、旅行者の面倒を見た りもしました。また、聖餐式の後で、聖餐を病

人の家にも届けました。

(3)中世

修道院がいろいろな奉仕を引き受け、ディアコニアは専門家の仕事に

なり、「善 き業」は、自分の魂の救いのためになりました。

0宗教改革時の教会

神の恵みによって宗教改革が起 こり、「聖書のみ、信仰のみ、恵みの

み」の教会が生まれました。教会は、 この福音的教理を守るために、世

俗の勢力からの圧迫、およびカトリック教会からの攻撃に対 して、激し

く戦わなければなりませんでした。その結果、その後の時代 には、教

理、諸々の規則や組織などが異常に硬化 し、精神 までも柔軟性 を失うに

至 りました。

(5)信仰復興運動 (18、 19世紀)

教理や組織が硬化し、精神までも柔軟性を失う中で、神の霊は生きて

働いて くださり、ツィンツェンドルフ、フランケ、ベルデルのような、

霊の力に浴れた人々を輩出させました。人々の霊的覚醒を起こし、罪を

深 く自覚させ、人々はキリストによる罪の赦しを知 り、隣人の困窮に対

する責任をも強 く自覚するようになりました。霊的に覚醒した人々が、

伝道会や奉仕会を作るようになるのです。また、18世紀末に始 まった産

業革命による社会変化によって、社会 に大きな困窮が生じました。 この

困窮に対 して、ディアコニアがなされ ました。

以上は、ヘンシェル先生の論文によりました。

3。 日本福音ルーテル教会の働き

(1)施設の建設
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1923年 (大正12年)9月 1日、関東地方に大震災が発生すると、教会

は救済委員を任命し、老人や母子救護のために、老人ホームや母子ホー

ムを建設 しました。その活動は現在、東京老人ホーム、社会福祉法人ベ

タニヤホームが受け継いでいます。ハンセン病に対しては、パウラス女

史やエカー ド女史等が救済活動に関わ りました。1937年、九州救らい協

会理事に就任された神水教会の潮谷総一郎氏 と、室園教会の江藤安純氏

は、キリス ト教の伝道 と、生活改善を図るために、ハンセン病患者を訪

間されました。また、久留米教会の池尻慎一医師は、熊本回春病院、東

京全生病院での体験を元にして、「傷める葦」を書かれました。

第二次世界大戦では、多 くの戦災孤児が生じました。このことに対応

するために、広安愛児園、別府平和園が設けられました。

(2)デ ィアコニアを推進させた方々

日本福音ルーテル教会で、最初に組織的な社会福祉事業を始めたの

は、アメリカの婦人宣教師パウラス姉妹でした。姉、モー ド・パウラス

は、1918年 に来日し、熊本の慈愛園で、子供ホーム、婦人ホーム、老人

ホーム等を創設しました。妹、エーネ・パウラスは、姉 と共に慈愛園で

働いた後、1930年から、東京および千葉のベタニヤホームで、母子家庭

や子どもたちのために働 きました。

1953年、 ドイツからエリザベー ト・ ス トローム宣教師が来日し、1964

年から20年間、釜が崎で、子 どもたちや労働者、アルコール依存症の

人々のために働きました。

1960年、 ドイツからヨハンナ・ヘンシェル宣教師が来日し、主に重症

心身障がい児とのキャンプ活動を通して、教会の中にディアコニアの心

を教えて くださいました。

これらの働きは、慈愛園、ベタニヤホーム、喜望の家、北軽井沢ディ

アコニア・ キャンプ等で継承され、豊かな稔 りをもたらしています。

かつて慈愛園で働いておられた潮谷義子熊本県知事は、全国ディアコ

ニア・ ネットワークのパ ンフレットのために、「私のディアコニアとの

出会い」 という次の一文を寄せてくださいました。「私がディアコニア

を知ったのは、1972年 (昭和47年)の ことでした。慈愛園パウラスホー

ム (特養)で奉仕されていた、デンマークのディアコン、ディアコニッ

セのマルムグレン御夫妻の働きでした。御夫妻はここで 5年以上も奉仕

されました。仕えるということをしっか り学びました。イエス様がとる
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にたらない私達に仕えたようにと、マルムグレン先生をとおして、ディ

アコニアのモデルを学びました。」 と、まず記 されています。そして、
どのような事を学んだかを、具体的に記し、その後「マルムグレン先生

をとおして、私はデイアコニアの実践を深 く学びました。 これからも学
んだことを生かしていく覚悟でいます」と結んでおられます。

4.デイアコニアの心

(1)「互いに隣 り人」

1965年 に始まった東教区のディアコニア・ キャンプは、「互いに隣 り

人」 というテーマにたどり着きました。このキャンプの生みの親、ヘン

シェル先生は、キャンプで初めて障がい児に会い、ショックを受けた人
に対して、このショックに関して、1974年 3月 に発行された「ディアコ
ニア研究」で、次のように記しています。「極端に言えば、初めて唾の
いっぱい付いた手でさわられた こと、あの薬 のにおい、さらに、あの

(一見何を考えているのだか分からない)顔の表情ではなかったでしょ

うか。それは外面的なことです。 もちろんそれ らに対処することは必要
ですが、実はそれを通して、十字架のイエスとのぶつかり ("出会い"

では表現が生易し過ぎよう)を交えようとしていたかと、今、深 く反省
させられます。」

ヘンシェル先生は、障がいに苦 しむ人々に、その家族に、助けを必要
としている人々に、貧しい人々に、十字架に付 けられた方 。キリス トを

見たのです。その人たちに、心 を尽 くし、精神 を尽 くし、思いを尽 く
し、力を尽 くして関わってくださったのです。 こうして、ディアコニァ

は、十字架に付けられた方とのぶつかりの中で担われるのです。

(2)十字架の下でのデイアコニア

1998年 6月 4日 から20日 にかけて、私は、 ドイツのブラウンシュバイ

クの教会と、デイアコニアの奉仕をしてくださったヘンシェル先生の妹
さんたちの招きで、 ドイツの教会ヘデイアコニアの見学に行きました。
まず、 ドイツに入る前に、ポーランドのアウシュビッツ強制収容所を訪
ねました。ガス室、立牢、絞首台、銃殺場、死体焼却場、残された靴、

トランク、眼鏡、義足等の山々は、そこがかつて、ユダヤ人 というだけ

で、あるいはナチに抵抗しただけで、家畜のように扱われ虐殺 された、

屠殺場であったことをありありと思い起こさせ ます。二重の鉄条網の外
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にある焼却場 を訪れる人はほとんどいませんでしたが、焼却回の前に

は、イングランドの人によって花輪が捧げられてありました。添えられ

た紙片には「You will not and must nOt be fOrgOtten 4.3.98(あ なたが

たは忘れられないでしょうし、また忘れられてはなりません。1998年 3

月 4日 )」 と書いてありました。

アゥシュビッツを後にした私たちは、ヘンシェルさんの案内で、 6月

17日 に、福音ルーテル教会の施設があるアルスター村 (Alsterdorf)を

訪問しました。 ここには、教会をはじめ、障がいを負った方々が働いて

いる農場、金具や木工の工場、レストラン、自転車屋、また、奉仕者を

育てる専門学校、病院、居住棟などもあり、それぞれの施設責任者が案

内してくださいました。ここで作 られているおもちゃは特許製品で、日

本にも輸出されていました。教会の鐘の音 を聞き、生活 し、働 くので

す。

ここの定款 こそが、デイアコニアとは何であるかをよく伝えていると

思いますので、引用させていただきます。 この定款は、1992年10月 16日

にハンブルク市議会で認可され、1993年 7月 7日 および1995年 6月 30日

に改定されたものです。

「この施設は、ディアコニアの施設であり、福音ルーテル教会の中で、

示されているように、イエス・キリス トの福音に基づいて、病人や障が

いを負うものに、援助を提供する。それは、次のように表現される。

『神は、御自分にかたどつて、人を創造された。すべての人の尊厳は、

神によつて添えられている。その尊厳は、それゆえに不可侵である。そ

れは人の業績や能力に根差していない。それは、人間の弱さ、病気、障

がいによつても侵されない。』」

この施設にも痛ましい歴史がありました。ヒトラー政権下で、この施

設の障がいを負った方々が殺されたのです。その記念碑には、新しいリ

ボンが飾 られ、花が添えてありました。アルスター村の人々は、十字架

に付けられたキリス トを仰ぎつつ、ヒトラー政権下で殺された人々のこ

とを決して忘れず、記念しつつ、教会に連なる活動 として働き、生活し

ておられるのです。そして、殺された方々を忘れていないこととして、

定款に「神にかたどつて創造された人間の尊厳は不可侵である」という

文章を掲げられたのではないでしょうか。

十字架の下にあるディアコニアは、十字架に付けられた方のあがない
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の恵みを信じ、聖書の言葉に養われる人々によって担われています。苦

しみを分かち合い、苦しみを受け入れ、苦しみを引き受けることを意味

し、復活された方の現臨 とその力によって現実の出来事 となるのです。

5.全国デイアコニア・ネットワークの働き

a)キ リス トの心に基づいて、人々 と社会 に仕えるディアコニアの働

きを担 っている諸活動体 の連帯を図 り、共々に成長す ること。

b)日本および世界 に対するディアコニアの働 きを、より良 く促進す

ること。

C)教会内にディアコニアの精神 を広めること。

上記の事項 を目的 として発足 した、デイアコニア・ ネッ トワークのセ

ミナーでは、各地でディアコニアを担っている方々が、デ イアコニアの

現場である下記の施設 を会場 に、ほ とんどの場合、施設内の宿泊所、あ

るいは教会に泊めていただきなが ら、デイアコニアの心に触れ、研修 を

深めてきました。

施設 :デンマーク牧場こどもの家、保谷教会、東京老人ホーム、喜望の家、あゆ

みの家、京都教会、修光学園、健軍教会、広安愛児園、熊本ライトハウス、熊本ラ

イトハウスのぞみホームヽピースハウス・ホスピス、慈愛園バウラスホーム、長島

曙教会、長島愛生園

2004年 は「福祉村」特別養護老人ホームディアコニア、デンマーク牧

場 こどもの家を会場に予定しています。

また、「環境 と人権」セ ミナーも開催するようになり、2004年 2月 の

第 4回セミナーでは、参加者が自分たちにできること等の意見を基に、

「環境宣言」を作成 しました。

6.結び

祭司としての牧師の職務が、万人祭司に基礎を置 くように、ディアコ

ニアは、すべての信仰者の普遍的なディアコニア、日常の生活の中で行

われるディアコニアに基礎 を置いています。キリス トの体である教会

と、その肢体である教会員一人ひとりの働きは切 り離せません。人がイ
エスの名によって集まり、聖霊の力によってお互いのために存在すると

き、教会が存在します。また、互いに自分の賜物 と力をもって仕え合う

とき、ディアコニアが実現するのです。
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あとがき (LAOS講座第 7号「宣教と奉仕の理論と実際」)

● 「証し、奉仕する信徒になろう」を合言葉に歩みだしたPM21の 第

2プロジェクト (P2)の 大 きな柱の一つである「LAOS講座」シリ

ーズの新刊号をお届けします。すでに創刊号「信徒として生きる」を

用いて学び会や修養会などを行っている教会 も多 くあることでしょ

う。キリス ト者 として召され、教会の兄弟姉妹方との交わりの中に入

れていただいた私たちが今 こそ信徒 としての自覚に目覚め、社会に仕

える使命を持ってさらに成長 してゅきたい。そんな思いでこの号 も編

まれました。

● 本号の、教会は「宣教共同体」・神の民 。「教職 と信徒」・宣教 と奉

仕の具体像・牧会的カウンセリングは江藤直純委員 (日 本ルーテル神

学校長)が執筆しました。

復活のキリス トから宣教の委託を受けた私たちは、神の民 として生

活の場所に遣わされ、そこで出会う人々に主の恵みを言葉 と行いとを

もって伝えることが求められています。そのためには教職 と信徒、教

職同士、また教会 と教会 との賜物を生かし合った深い連帯がますます

必要になってきます。また、私たちが出会う人 との対話をより深いも

のにするために牧会カウンセリングの知識 も大切なことです。

● 本号では、教会のデイアコニアと題して松隈貞雄牧師 (三原・福山

教会牧師)に執筆を依頼 しました。地の塩 として社会に遣わされてい

る私たちが「デイアコニアの心」を持って具体的に奉仕する場所は数

多 くあります。巻末には現在「デイアコニア・ネットワーク」に加入

している奉仕活動の一覧が記されていますので、是非自分たちにでき

る奉仕を考える上での参考にしていただきたいと思います。

● 「喜ぶ人 と共に喜び、泣 く人 と共に泣きなさい」 (ロ ーマ12:15)。 私

たちがそれぞれの生活の中で生きることの恵み、喜びを振 り返 り、か

みしめ、このみ言葉をそれぞれの教会で今一度味わいましょう。

創刊号でもなされたように、本号をテキス トにした各教会での兄弟

姉妹による学びが今回も活発に行われますように。話し合いや互いの
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経験の分かち合いから、私たちの心の中にさらに深い宣教への情熱が

生まれることを願っています。そしてそこから一歩進んで、具体的に

私たちが自分に求められている働きに応え、新しい心で宣教 と奉仕の

最前線へ と主から押し出されてゆきたいのです。LAOS(神の民)と
して。

(P2委員長 齋藤末理子)
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全国のルーテル教会関連の社会福祉の働きを広 く知っていただ くために、全国ディアコニア・ネット

ワーク、ルーテル社会福祉協会、各教区教区長のご協力をいただいて、このリストを作成いたしました。

付表 1:日本福音ルーテル教会と関わりのある社会福祉の働き (保育園を除 く)

教 区 法人・施設 問合せ先

東教区 日本福音ルーテル社団 03-3260-8637

ほしくずの会 03-3268-7857

社会福祉法人ベタニヤホーム 03-3631-0444

すみだ子育て相談センター 03-3621-6455

母子生活支援施設ベタニヤホーム 03-5600-4328

わかちあいプロジェク ト 03-3634-7809

社会福祉法人東京老人ホーム 0424-61-2230

東京老人ホーム (養護 ) 0424-61-2230

東京老人ホーム泉寮 (軽費 ) 0424-61-2230

めぐみ園 (特養 ) 0424-61-2230

めぐみ園在宅介護支援センター 0424-67-2794

西東京市高齢者センターきらら 0424-51-1203

特定非営利活動法人あけぼの会 0426-92-0204

社会福祉法人千葉ベタニヤホーム 047-372-3740

旭ヶ丘母子ホーム 043-231-4823

国府台母子ホーム 047-372-1473

市川市立母子生活支援施設曽谷寮 047-373-8732

船橋市夏見母子ホーム 047-423-2176

東海教区 社会福祉法人デンマーク牧場福祉会 0538-23-0380

特別養護老人ホーム__ど _ィ アコニア 0538-23-0380

デンマーク牧場 こどもの家 0538-23-4119

スモール ワ ン 0565-28-0567

社会福祉法人あゆみの家 0584-22-4333

西教区 ディアコニアセンター喜望の家 06-6632-1310

社会福祉法人るうてるホーム 072-878-9371

軽費老人ホーム 072-878-9371

特別養護老人ホーム 072-878-9371

サービスセンター 072-878-0686

社会福祉法人修光学園 075-702-1700

「共に生 きる」集い 075-781-3903

ふれあいショップー粒の麦 0820-23-7659

障が下者問題を考える基い「一歩の会」 0832-22-6980

社会福祉法人身体障害者通所授産施設
「心促福祉作業センター」

0835-22-8530

ちいろば会 0836-44-0212

社会福祉法人サマリヤ 特別養護老人ホーム西春日 087-869-1165

ルーテル作業センタームゲン 089-996-77()1

九州教区 社会福祉法人光の子会 093-332-4799

ひか り工芸舎谷町分場 093-332-0030

光の子学園 093-332-0515

ひか り工芸舎 093-391-8677

障害者福祉作業所「レインボーハウス」 0952-24-1437

社会福祉法人キリス ト教児童福祉会 096-331-0210

こどもLECセ ンター 096-331-2010
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広安愛児園 096-368-2015
社会福祉法人慈愛園 096-383-4515

熊本ライ トハウス 096-368-2013
熊本ライ トハウスのぞみホーム 096-369-9604
家庭福祉相談所 096-381-4848
慈愛園老人ホーム 096-383-2648
慈愛園子供ホーム 096-383-3509
慈愛園乳児ホーム 096-383-5100
在宅介護支援センター 096-383-7165
パウラスホーム 096-384-1727
慈愛園デイサービスセンター 096-384-3961
慈愛園ケアハウス 096-387-2941
シオン園 0968-62-0428

センターラム 0973-27-5477
社会福祉法人別府平和園 0977-66-3121

※それぞれの施設は必ずしも記載されている教区所属というわけではありません。
分かりやすくするために連絡先所在地があるところに分類し、記載しております。

付表 2:日本福音ルーテル教会と関わりのある幼稚園・保育園 (幼保連合会加盟 )

幼 稚 園 (29園 ) 問合せ先 保 育 園 (21園 ) 問合せ先
めばえ幼稚園 011-561-0485 鶴ケ谷希望園 022-251-4654
雪ケ谷ルーテル幼稚園 03-3727-5419 福室希望園 022-786-5650
蒲田ルーテル幼稚園 03-3731-4437 田子希望園 022-786-2040
田園調布ルーテル幼稚園 03-3722-2889 国府台保育園 0473-72-3740
大岡山幼稚園 03-3729-6500 旭ヶ丘保育園 043-231-5047
大森ルーテル幼稚園 03-3772-2905 菊川保育園 03-
ルーテル羽村幼稚園 0425-54-6351 富士見保育 03-3657-0515
飯田ルーテル幼稚園 0265-22-2213 ルーテル保育園 03-3657-3326
挙母ルーテル幼稚園 0565-32-1764 桜ヶ丘保育園 0265-83-3640
名古屋ルーテル幼稚園 052-731-4734 箱舟保育園 052-823-3040
こひつじ園 0568-91-0244 のぞみ保育園 075-492-2044
真生幼稚園 06-771-0153 メグミ幼児園 075-791-0578
谷の百合幼稚園 082-251-6351 ルーテル保育所 082-241-2479
西条ルーテル幼稚園 0824-22-2252 松崎保育園 0942-72-6537
門司幼稚園 093-321-0800 奈多愛児園 092-606-2307
恵泉幼稚園 092-651-5723 シオン園保育所 0968-62-0853
日善幼稚園 0942-32-4037 ひか り幼児園 096-364-1073
甘木聖和幼稚園 0946-22-3400 愛光幼児園 096-364-0134
日田ルーテル幼稚園 0973-22-3865 白羊保育園 096-352-6365
唐津ルーテル幼稚園 0955-72-2518 愛泉保育園 096-242-0789
牛津幼稚園 0952-66-0347 清泉保育園 0968-26-4070
小城幼稚園 0952-72-3221
佐賀幼稚園 0952-23-6512
玉名ルーテル幼稚園 0968-73-4()96

九州学院みどり幼稚園 096-364-4405
ルーテル学院幼稚園 096-343-3968

神水幼稚園 096-383-2727
めぐみ幼稚園 096-368-2322
さわらび幼稚園 0966-62-2613
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